
 

 

 

  

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

  

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 

７月７日に高台在住の看護師 

さんと防災会幹事との懇談会 

を行い、出された質問・要望 

について、市の危機管理担当 

から回答がありましたのでお 

知らせします。 

 

１．避難場所での看護は、高台の避難者のみを対

象とするが、他の地区の避難者には。 

（市）発災直後は救護所で傷病者対応し、順次保

健医療福祉調整本部で調整することとなります。 
 
２．保健室の使用は、医薬品などの使用は。 

（市）災害の状況によっては、保健室の使用は可

能です。医薬品は発災直後で使用せざるを得な

い状況の場合、一般人に使用が許されるものは

使用可能です。 
 
３．西乙訓高校の避難場所・避難所は、四中と同

等の位置づけでよいか。 

（市）西乙を避難場所・避難所としていた場合は ,

四中の避難所と同様の対応になります。 
 
４．避難場所に冷房設備を付けて欲しい。 

（市）第四中学校の体育館・武道場は今年度中に

設置予定です。 
 
５．避難場所・避難所にアウトドア用テントを使

用できるか。                                  ↗ 

 

（市）他人に迷惑にならないよう配慮していた

だける場合で、使用可能です。 
 
６．避難場所に災害避難用支援物資を市で調達

できるか。 

（市）市の担当者が対応します。 
 
７．災害時には駐車場を確保し、地震時にはグラ

ンドを利用したい。 

（市）駐車場は限度があるため、できるだけ徒歩

で避難してください。災害の状況により使用の

可否を判断します。 
 

８．第四中学校は武道場だけでは対応できなく、

特別室や教室は使用可能か、再確認したい。 

 （市）使用可能です。 

 

 
 
「熱中症」とは、高温多湿な環境に長時間いるこ

とで、身体の体温調節機能がうまく働かなくな

り、体内に熱がこもった状態をいいます。熱中症

対策では、次の注意が必要です｡ 
 
❶屋外では日傘や帽子を使用し、日陰に入って

こまめに休憩を取り、水分を補給するようにし

ましょう。 
 
❷暑さで体温が上がる・めまいがする・生あくび

がでるなどの兆候がでた場合は、早めに休み、冷

えたペットボトルを動脈のある脇にはさんで血

液を冷やすなどしましょう。 
 
❸部屋の中にいても室温が高くなってクーラー 

 

 

 

などをつけずにいると、熱中症になることがあ

るので注意しましょう。 
 
❹“熱中症警戒アラート”が出ている日は、室内

外どこにいても注意が必要です。 
 
地球温暖化が進み、これからも熱中症が多く出

ることが危惧されます。現在夏期に 2000 人が 

熱中症で亡くな 

っており、うち 

65 歳以上の人 

が 9 割をしめま 

す。実際熱中症 

にかかる方は、 

高台でも複数人 

出ています。ご 

注意ください。 

＜高台自主防災会からのお知らせ＞ 
★避難場所・避難所に避難される方で、日頃使
用の医薬品は薬手帳と一緒に持参ください。
その他必要な避難グッズも揃えましょう。 
 
★高台自主防災会の会計は自治会の補助金と
市の補助金で活動していて、自治会の補助金
がなければ市の補助金も０円となります。市
の補助金は、資材・避難食等の限度額３万円。
文書・資料作成・配布等の限度額２万円です。
市の補助金は、自治会防災支出と同額以下又
は上記限度額以下と規定されています。 
 
★班長の訂正➡８グループ・A 班長は前田尚
さんから中川隆さんに変更。  
★ペット避難学習会は７月２０日（土）１０時。 

 


